
2024年 5 月 27 日現在 

略 歴 書 
（公表用） 

（ふりがな） 

氏 名 

げんじま ゆたか 

源島   穣 

学歴・取得学位 

2019 年 3 月 筑波大学大学院人文社会科学研究科国際公共政策専攻博

士後期課程修了 

博士（政治学）取得 

職歴 

2017 年 4 月 日本学術振興会特別研究員（DC2） 

2019 年 4 月 山形大学講師学術研究院人文社会科学部主担当 

2023 年 4 月 山形大学准教授学術研究院人文社会科学部主担当 

2024 年 4 月 東北学院大学法学部法律学科准教授 現在に至る 

業績 

（著書、論文、判例評釈・翻訳等） 

・近年の主な業績 

源島穣（2023）「EU 離脱後の地域再生政策：「社会的包摂」 と「レベ

ル・アップ」の連続性」『山形大学法政論叢』76・77：3-30。 

源島穣・本多広樹・中澤信幸（2023）「山形県における技能実習生受

入れ企業の現状分析」『山形大学人文社会科学部研究年報』20：75-

98。  

源島穣（2021）「EU 離脱をめぐる「移民」問題：論点整理と課題設

定」『山形大学大学院社会文化創造研究科社会文化システムコース紀

要』18：87-113。 

源島穣・川島佑介（2021）「東ロンドン再生を巡る中央政府とロンド

ン特別区の協調体制の考察」『山形大学人文社会科学部研究年報』

18：89-116。  

大倉紗江・源島穣（2019）「労働組合員による「女性の参画拡大」に

対する支持とその背景：意識調査を用いた分析」『Int'lecowk――国

際経済労働研究』74(3)：15-21。 

源島穣（2017）「相互作用ガバナンスとしての社会的包摂：イギリス

の近隣地域再生政策を事例に」『比較政治研究』3：1-17。 

（講演・口頭発表等、学会・社会活動） 

・講演・口頭発表等（近年の主な業績） 

源島穣「イギリスの EU 域内移民受入れとコア・エグゼクティブ」イ

ギリス政治研究会、2023 年 9 月 30 日。 

源島穣「イギリスの社会分断と福祉国家：移民（課題）大国から何

を学ぶか？」山形県国際交流協会多文化理解講座、2023年 8月 6日。 

源島穣「移民（課題）大国としてのイギリス：国家統合・社会統合

の失敗の観点から」2022年度山形大学公開講座、2022年 10月 4日。 

源島穣「福祉国家における「就労中心性」と移民の生活保障：イギ

リスを事例に」日本比較政治学会 2022年度研究大会、2022年 6月 25

日。 

・社会活動 

山形県社会福祉協議会運営委員（2020 年 3 月～2024年 3 月） 

国政および地方政治に関するテレビ、新聞等への取材協力 

プロフィール

（URL） 

https://www.tohoku-

gakuin.ac.jp/faculty/law/law/staff/y_genjima.html 

 
※ ご所属の事務所等の個人紹介ページに上記事項が記載されている場合には、プロフィール欄に当

該ページの URL をご記入頂き、「プロフィール参照」と記載して頂ければ結構です。  


